
（おもて）

令和元年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

※「施策の目標」はその施策の主要な事業の評価指標を設定しています。
２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

基準値は平成２５年度実績。

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 023301 重点施策 まちづくり

事務事業名 文化芸術推進事業（文化芸術） 所属名 企画推進部　文化交流課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 全期

政策 03 魅力ある鳥取文化づくり 鳥取市補助金等交付規則、文化
芸術事業に関する補助金交付要
綱、鳥取市アートスタート活動支
援事業補助金交付要綱

施策 3301 文化芸術の振興

事業分類区分 ソフト(任意)

市内文化活動団体への加入団体数 226団体 235団体 運営方法 補助金交付

対象
（何を、誰を）

市民及び文化芸術団体

意図
（どのような状態
にするために）

市民が自主的に行う文化芸術活動を支援するとともに、市民が文化芸術を鑑賞し、参加し、創造する環境整備を 
図る。

手段
（どうするのか）

・市民が主体となる地域の個性あふれるイベント事業等の活動支援 
・鳥取を代表する劇団「鳥の劇場」の活動支援 
・伝統芸能保存用具の整備助成 
・国民文化祭への参加助成　　　など

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 文化芸術推進事業補助金 予算事業コード 01-09-04-04-02-11

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 令和2年度

主な文化施設への入込数 220,000人 237,000人

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

令和元年度 令和2年度

年度別計画

①市民文化祭補助 
②鳥の演劇祭補助 
③放哉の会補助 
④伝統芸能保存用具整 
備助成 
⑤国民文化祭参加助成 
ほか

①市民文化祭補助 
②鳥の演劇祭補助 
③放哉の会補助 
④伝統芸能保存用具整 
備助成 
⑤国民文化祭参加助成 
ほか

①市民文化祭補助 
②鳥の演劇祭補助 
③放哉の会補助 
④伝統芸能保存用具整 
備助成 
⑤国民文化祭参加助成 
ほか

①市民文化祭補助 
②鳥の演劇祭補助 
③放哉の会補助 
④伝統芸能保存用具整 
備助成 
⑤国民文化祭参加助成 
ほか

①市民文化祭補助 
②鳥の演劇祭補助 
③放哉の会補助 
④伝統芸能保存用具整 
備助成 
⑤国民文化祭参加助成 
ほか

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①市民文化祭補助 
②鳥の演劇祭補助 
③放哉の会補助 
④伝統芸能保存用具整 
備助成 
⑤国民文化祭参加助成 
ほか 
 
計２４事業に助成

①市民文化祭補助 
②鳥の演劇祭補助 
③放哉の会補助 
④伝統芸能保存用具整 
備助成 
⑤国民文化祭参加助成 
ほか 
 
計２０事業に助成

①市民文化祭補助 
②鳥の演劇祭補助 
③放哉の会補助 
④伝統芸能保存用具整 
備助成 
⑤国民文化祭参加助成 
ほか 
 
計２４事業に助成

①市民文化祭補助 
②鳥の演劇祭補助 
③放哉の会補助 
④伝統芸能保存用具整 
備助成 
⑤国民文化祭参加助成 
ほか 
 
計２２事業に助成

　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

直接経費　Ａ 11,153 9,518 9,028 10,909 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 32,810 31,475 16,271 18,099 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 2,101 2,724 2,207 2,598

その他 0 0 0

人件費　Ｂ 21,657 21,957 7,243 7,190 0

0 0

一般財源 9,052 6,794 6,821 8,311 0

1.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の
内訳

正規職員 3.00 3.00 1.00

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

活
動
指
標

1

【KPI】文化芸術事業の鑑賞者数

人
目標 63000 66000 69000 72000 0

実績 58251 53364 64803 61218 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．令和元年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

※達成率は指標の目標値と実績値により算出します。目標値が０の年度は表示されません。

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

□ ２．目標を上回る

■ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 ■ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】文化芸術係 0857-30-8021  
 
【１０次総の施策体系】3301  
 
【予算上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ３９（企０１４） 
　　　　　　　　　　　９月補正・Ｐ　３（企００１）  
 
【事業の概要】  
　本市の文化芸術振興を図るため、鳥取市文化芸術事業に関する補助金交付要綱に基づき 
、文化団体に助成する。  
 
【事業の成果】  
・用瀬の月を愛でる会　　　　120千円　　・用瀬美術展開催　　　　　　　　 45千円  
・市民文化祭開催　　　　　1,800千円　　・放哉の会開催事業　　　　　　　500千円  
・市民音楽祭事業　　　　　  400千円　　・シルエット劇場事業　　　　　1,180千円  
・貝殻節全国大会開催　　    200千円　　・鳥の演劇祭12開催　　　　　　2,000千円  
・大菊花展開催　　　　　　　280千円　　・とっとり手踊り・手笠踊り　　　200千円  
・海外公演開催事業　　　　　200千円　　・吉備真備杯囲碁大会　　　　　　 50千円  
・国民文化祭・にいがた2019参加（2件）　　　367千円  
・アートスタート活動支援事業（2件）　　　　228千円  
・伝統芸能保存用具整備（3件）　　　　　　　482千円　　　　　　　　　　　　など  
 
【今後の課題・方向性】  
　市民が自主的に行う文化芸術活動を支援し、地域に根ざした文化芸術の振興を図るため 
、今後も同水準の事業を継続実施する。 

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

指
標
達
成
率

1
【KPI】文化芸術事業の鑑賞者数

92% 81% 94% 85%

2
　

3
　

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよう
な進捗状況となったか。

事業の成果
　

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％以下：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的な
成果と、今後の改善プランを記載）

市民の自主的な文化芸術活動の促進に寄与しており、内容を精査しながら引き続き実施していく。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）



（おもて）

令和元年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

※「施策の目標」はその施策の主要な事業の評価指標を設定しています。
２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

イベント来場者数

　

　

0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0

3700 4000 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

活
動
指
標

1

来場者数

人
目標 3000 3000 3000 3000 3000

実績 3500 3200

1.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の
内訳

正規職員 1.00 1.00 1.00

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人件費　Ｂ 7,219 7,319 7,243 7,190 0

0 0

一般財源 588 543 578 594 0

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 232 277 287 271

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

直接経費　Ａ 820 820 865 865 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 8,039 8,139 8,108 8,055 0

0

地方債 0 0

令和元年度 令和2年度

年度別計画

①因幡の傘踊りの祭典 
開催

①因幡の傘踊りの祭典 
開催

①因幡の傘踊りの祭典 
開催

①因幡の傘踊りの祭典 
開催

①因幡の傘踊りの祭典 
開催

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①因幡の傘踊りの祭典 
開催（8月20日） 
・傘踊り団体が踊りを 
披露 
・傘踊り体験コーナー 
・特産品販売、出店等 
来場者　約3,500人 
出演者　約180人

①因幡の傘踊りの祭典 
開催（8月19日） 
・傘踊り団体が踊りを 
披露 
・傘踊り体験コーナー 
・特産品販売、出店等 
来場者　約3,200人 
出演者　約180人

①因幡の傘踊りの祭典 
開催（8月18日） 
・傘踊り団体が踊りを 
披露 
・傘踊り体験コーナー 
・特産品販売、出店等 
来場者　約3,700人 
出演者　約190人

①因幡の傘踊りの祭典 
開催（8月24日） 
・傘踊り団体が踊りを 
披露 
・傘踊り体験コーナー 
・特産品販売、出店等 
来場者　約4,000人 
出演者　約170人

　

対象
（何を、誰を）

因幡の傘踊り継承者、市民、観光客 

意図
（どのような状態
にするために）

因幡の傘踊り発祥の地・国府町で町内外の傘踊り団体が傘踊りを披露し、伝統芸能の継承や交流による技術の研 
鑽、保護を促すとともに、観光客誘致にも繋げる。

手段
（どうするのか）

「因幡の傘踊りの祭典」として毎年行う定着したイベントとであり、継続した開催で周知等を図る。

会計区分 　

予算 予算事業名 地域伝統芸能保存事業 予算事業コード 01-09-04-04-02-05

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 令和2年度

主な文化施設への入込数 220,000人 237,000人

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

　

施策 3301 文化芸術の振興

事業分類区分 ソフト(任意)

市内文化活動団体への加入団体数 226団体 235団体 運営方法 外部委託

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 023302 重点施策 該当なし

事務事業名 文化芸術推進事業（地域伝統芸能保存） 所属名 国府町総合支所　国府町総合支所地域振興課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 平成10年度　～　全期

政策 03 魅力ある鳥取文化づくり



（うら）

５．令和元年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

※達成率は指標の目標値と実績値により算出します。目標値が０の年度は表示されません。

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

■ ２．目標を上回る

□ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的な
成果と、今後の改善プランを記載）

内容充実を図り、継続実施する。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよう
な進捗状況となったか。

事業の成果
　

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％以下：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

2
　

3
　

107% 123% 133%

事務事業の実施概要

【問合せ先】国府町総合支所　地域振興課　0857-39-0555 
 
【１０次総の施策体系】3301 
 
【予算計上の経過】なし 
 
【事業の概要】 
　共催：国府町因幡の傘踊り保存会、（公財）鳥取市文化財団因幡万葉歴史館 
　時期：８月２４日（土） 
　場所：因幡万葉歴史館（伝承館） 
　　　　○各地の保存会等による「因幡の傘踊り」 
　　　　○地元小・中学生、婦人会その他グループによる傘踊り、手笠踊りの披露 
　　　　○傘踊り体験コーナー 
　　　　○地元団体や有志による特産品の販売、出店 
 
【事業の成果】 
　（実績）H29年度　820千円（参加者約3,200人） 
          H30年度　865千円（参加者約3,700人） 
　　　　　R1 年度　865千円（参加者約4,000人） 
 
【今後の課題】 
　　国府地域の活性化策として、より一層の内容充実を図る。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

指
標
達
成
率

1
来場者数

117%



（おもて）

令和元年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

※「施策の目標」はその施策の主要な事業の評価指標を設定しています。
２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

　

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 023303 重点施策 該当なし

事務事業名 文化芸術推進事業（万葉集朗唱の会） 所属名 国府町総合支所　国府町総合支所地域振興課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 平成10年度　～　全期

政策 03 魅力ある鳥取文化づくり 　

施策 3301 文化芸術の振興

事業分類区分 ソフト(任意)

市内文化活動団体への加入団体数 226団体 235団体 運営方法 補助金交付

対象
（何を、誰を）

市民、万葉愛好者

意図
（どのような状態
にするために）

参加者に万葉集に親しんでもらい、万葉文化に触れていただくことで「万葉のふるさと」鳥取市国府町をＰＲす 
ることを目的に定着したイベントとなっており、安定した集客率を図る。

手段
（どうするのか）

当イベントは、参加体験型を取り入れており万葉衣装を着て、万葉歌人・大伴家持が詠んだ歌４７０首余をリレ 
ー方式で朗唱する、観て聴いて楽しむ一方、参加する体験型イベントとして集客を図る。

会計区分 　

予算 予算事業名 万葉集朗唱の会開催費 予算事業コード 01-09-04-04-02-06

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 令和2年度

主な文化施設への入込数 220,000人 237,000人

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

令和元年度 令和2年度

年度別計画

①万葉集朗唱の会開催 
補助

①万葉集朗唱の会開催 
補助

①万葉集朗唱の会開催 
補助

①万葉集朗唱の会開催 
補助

①万葉集朗唱の会開催 
補助

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①万葉集朗唱の会開（ 
10月15日） 
・万葉歌人・大伴家持 
が詠んだ歌470余首を 
リレー方式で朗唱する 
参加体験イベント 
・曲水の宴 
・子どもパレード 
来場者　1,600人 
出演者　190人

①万葉集朗唱の会開（ 
10月15日） 
・万葉歌人・大伴家持 
が詠んだ歌470余首を 
リレー方式で朗唱する 
参加体験イベント 
・曲水の宴 
・子どもパレード 
来場者　1,200人 
出演者 187人

①万葉集朗唱の会開（ 
10月21日） 
・万葉歌人・大伴家持 
が詠んだ歌470余首を 
リレー方式で朗唱する 
参加体験イベント 
・曲水の宴 
・子どもパレード 
来場者　2,300人 
出演者 209人

①万葉集朗唱の会開（ 
10月21日） 
・万葉歌人・大伴家持 
が詠んだ歌470余首を 
リレー方式で朗唱する 
参加体験イベント 
・曲水の宴 
・子どもパレード 
来場者　2,200人 
出演者 202人

　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

直接経費　Ａ 1,900 1,700 1,501 1,500 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 9,119 9,019 8,744 8,690 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 54 574 497 470

その他 0 0 0

人件費　Ｂ 7,219 7,319 7,243 7,190 0

0 0

一般財源 1,846 1,126 1,004 1,030 0

1.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の
内訳

正規職員 1.00 1.00 1.00

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

活
動
指
標

1

来場者数

人
目標 1500 1500 1500 1500 1500

実績 1600 1200 2300 2200 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．令和元年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

※達成率は指標の目標値と実績値により算出します。目標値が０の年度は表示されません。

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

■ ２．目標を上回る

□ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】国府町総合支所　地域振興課　0857-39-0555 
 
【１０次総の施策体系】3301 
 
【予算計上の経過】なし 
 
【事業の概要】 
　共催：万葉集朗唱の会実行委員会 
　時期：１０月２０日（日） 
　場所：因幡万葉歴史館（伝承館） 
　　　　○万葉衣装に身を包み、大伴家持が詠んだ470首からの朗唱（1～3首） 
　　　　○曲水の宴、万葉茶席、万葉食コーナー、地産地消コーナーなど 
【事業の成果】 
　○事業実績　H29年度　1,700千円（参加者約1,200人） 
　　　　　　　H30年度　1,501千円（参加者約2,300人） 
　　　　　　　R1 年度　1,500千円（参加者約2,200人） 
【今後の課題・方向性】 
　国府地域の活性化策として、より一層の内容の充実を図る。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

指
標
達
成
率

1
来場者数

107% 80% 153% 147%

2
　

3
　

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよう
な進捗状況となったか。

事業の成果
　

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％以下：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的な
成果と、今後の改善プランを記載）

大伴家持生誕1300年、新元号「令和」制定と、万葉文化に対する一般の関心は高まってきている。この要望に応えるためにも、より一層内容の充
実を図りながら継続実施していきたい。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）



（おもて）

令和元年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

※「施策の目標」はその施策の主要な事業の評価指標を設定しています。
２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

短歌応募者数は、第15回(平成21年度）の数値を基礎とした。

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 023304 重点施策 該当なし

事務事業名 文化芸術推進事業（万葉フェスティバル） 所属名 国府町総合支所　国府町総合支所地域振興課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 平成 6年度　～　全期

政策 03 魅力ある鳥取文化づくり 　

施策 3301 文化芸術の振興

事業分類区分 ソフト(任意)

市内文化活動団体への加入団体数 226団体 235団体 運営方法 外部委託

対象
（何を、誰を）

短歌愛好者、市民

意図
（どのような状態
にするために）

万葉集終焉の地・因幡の鳥取を全国に情報発信し、万葉文化を愛する全国の人々と大伴家持を顕彰すると共に、鳥
取市の文化・観光の振興を図ることを目的とする。

手段
（どうするのか）

新聞社委託により、全国に短歌募集。万葉集朗唱の会イベント同時開催により相乗効果で万葉の魅力をアピール。
また、特産品販売等でも集客を図る。

会計区分 　

予算 予算事業名 万葉フェスティバル開催事業費 予算事業コード 01-09-04-04-02-13

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 令和2年度

主な文化施設への入込数 220,000人 237,000人

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

令和元年度 令和2年度

年度別計画

①万葉フェスティバル 
の開催 
・「大伴家持大賞」と 
銘打ち全国から作品募 
集 
・記念対談の開催

①万葉フェスティバル 
開催 
・地元新聞社、万葉集 
朗唱の会実行委員会と 
共催でマスコミを通じ 
て全国から短歌作品を 
募集、審査、表彰 
・講演会の開催 
・ワークショップの開 
催

①万葉フェスティバル 
開催 
・地元新聞社、万葉集 
朗唱の会実行委員会と 
共催でマスコミを通じ 
て全国から短歌作品を 
募集、審査、表彰 
・講演会の開催 
・ワークショップの開 
催

①万葉フェスティバル 
開催 
・地元新聞社、万葉集 
朗唱の会実行委員会と 
共催でマスコミを通じ 
て全国から短歌作品を 
募集、審査、表彰 
・講演会の開催 
・ワークショップの開 
催

①万葉フェスティバル 
開催 
・地元新聞社、万葉集 
朗唱の会実行委員会と 
共催でマスコミを通じ 
て全国から短歌作品を 
募集、審査、表彰 
・講演会の開催 
・ワークショップの開 
催

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①万葉フェスティバル 
開催 
・全国から大伴家持大 
賞短歌(一般、児童生 
徒)作品を募集・表彰 
・歌人の小島氏とＮＨ 
Ｋ短歌選者の伊藤氏と 
記念対談を開催

①万葉フェスティバル 
開催 
・全国から大伴家持大 
賞短歌(一般、児童生 
徒)作品を募集・表彰 
・歌人の穗村弘氏によ 
る短歌講座を開催

①万葉フェスティバル 
開催 
・全国から大伴家持大 
賞短歌(一般、児童生 
徒)作品を募集・表彰 

①万葉フェスティバル 
開催 
・地元新聞社、万葉集 
朗唱の会実行委員会と 
共催でマスコミを通じ 
て全国から短歌作品を 
募集、審査、表彰 
・講演会の開催 

　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

直接経費　Ａ 3,400 3,400 3,000 3,400 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 10,619 10,719 10,243 10,590 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 962 1,149 994 1,065

その他 0 0 0

人件費　Ｂ 7,219 7,319 7,243 7,190 0

0 0

一般財源 2,438 2,251 2,006 2,335 0

1.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の
内訳

正規職員 1.00 1.00 1.00

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

活
動
指
標

1

応募数

首
目標 2500 2500 2500 2500 2500

実績 3639 3990 3874 4072 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．令和元年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

※達成率は指標の目標値と実績値により算出します。目標値が０の年度は表示されません。

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

■ １．目標を大幅に上回る

□ ２．目標を上回る

□ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】国府町総合支所 地域振興課 0857-39-0555  
  
【１０次総の施策体系】3301  
  
【予算計上の経過】  
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２５４（支所００３）  
  
【事業の概要】  
　国府地域では、万葉集を編さんし、因幡国守として赴任した大伴家持が万葉集最後を飾 
る歌を詠んだ地であることにちなみ「万葉のふるさと」としてまちづくりをすすめてきた。 
　「大伴家持大賞短歌募集事業」は、因幡万葉歴史館開館の平成６年から始まり、短歌愛 
好家の間では全国的に周知されるところとなった。 
　さらに因幡の鳥取が重要な万葉故地であることを広く情報発信するため「万葉フェステ 
ィバルin鳥取」として実施している。 
 
　共催：新日本海新聞社  
　時期：令和元年１０月１９日(土）  
　　　　○短歌募集を行い、大伴家持大賞として選考会・審査発表会・表彰式を行った。 
 　　　　　   
【事業の成果】  
　　○事業実績  　平成29年度　３,４００千円　応募数３,９９０首  
　　　　　　　　  平成30年度　３,０００千円　応募数３,８７４首  
　　　　　　　　　令和元年度　３,４００千円　応募数４,０７２首  
  
【今後の課題・方向性】  
　国府地域の活性化策として、より一層の内容充実を図る。  

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

指
標
達
成
率

1
応募数

146% 160% 155% 163%

2
　

3
　

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよう
な進捗状況となったか。

事業の成果
　

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％以下：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的な
成果と、今後の改善プランを記載）

恒例イベントとして、継続して実施していく。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）



（おもて）

令和元年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

※「施策の目標」はその施策の主要な事業の評価指標を設定しています。
２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

　

　

　

0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0

3700 3300 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

活
動
指
標

1

参加者数

人
目標 3000 3000 3000 3000 3000

実績 2400 4200

1.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の
内訳

正規職員 1.00 1.00 1.00

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人件費　Ｂ 7,219 7,319 7,243 7,190 0

0 0

一般財源 1,255 1,159 1,170 1,202 0

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 495 591 580 548

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

直接経費　Ａ 1,750 1,750 1,750 1,750 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 8,969 9,069 8,993 8,940 0

0

地方債 0 0

令和元年度 令和2年度

年度別計画

①オープニングセレモ 
ニー 
②芸能発表会 
③映画会 
④こどもまつり 
⑤バザー、出店等 
⑥健康づくりコーナー 
⑦行政相談コーナー 
⑧小型家電回収コーナ 
ー

①オープニングセレモ 
ニー 
②芸能発表会 
③映画会 
④こどもまつり 
⑤バザー、出店等 
⑥健康づくりコーナー 
⑦行政相談コーナー 

①オープニングセレモ 
ニー 
②芸能発表会 
③映画会 
④こどもまつり 
⑤バザー、出店等 
⑥健康づくりコーナー 
⑦行政相談コーナー 

①オープニングセレモ 
ニー 
②芸能発表会 
③映画会 
④こどもまつり 
⑤バザー、出店等 
⑥健康づくりコーナー 
⑦行政相談コーナー 

①オープニングセレモ 
ニー 
②芸能発表会 
③映画会 
④こどもまつり 
⑤バザー、出店等 
⑥健康づくりコーナー 
⑦行政相談コーナー 

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①オープニングセレモ 
ニー 
②芸能発表会 
③映画会 
④こどもまつり 
⑤バザー、出店等 
⑥健康づくりコーナー 
⑦行政相談コーナー 
⑧小型家電回収コーナ 
ー

①オープニングセレモ 
ニー 
②芸能発表会 
③映画会 
④こどもまつり 
⑤バザー、出店等 
⑥健康づくりコーナー 
⑦行政相談コーナー 

①オープニングセレモ 
ニー 
②芸能発表会 
③映画会 
④こどもまつり 
⑤バザー、出店等 
⑥健康づくりコーナー 
⑦行政相談コーナー

①オープニングセレモ 
ニー 
②芸能発表会 
③映画会 
④こどもまつり 
⑤バザー、出店等 
⑥健康づくりコーナー 
⑦行政相談コーナー

　

対象
（何を、誰を）

市民

意図
（どのような状態
にするために）

国府地域の文化芸術活動の活性化と、豊かな地域文化の向上、地域、市民の連帯及びふれあいを推進する。

手段
（どうするのか）

子どもまつり、映画会、地区公民館活動発表会（芸能フェスティバル）などを同時開催する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 こくふまつり開催費（国府町地域振興課） 予算事業コード 01-09-04-04-04-05

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 令和2年度

主な文化施設への入込数 220,000人 237,000人

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

　

施策 3301 文化芸術の振興

事業分類区分 ソフト(任意)

市内文化活動団体への加入団体数 226団体 235団体 運営方法 補助金交付

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 023305 重点施策 該当なし

事務事業名 文化芸術推進事業（こくふまつり） 所属名 国府町総合支所　国府町総合支所地域振興課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 昭和44年度　～　全期

政策 03 魅力ある鳥取文化づくり



（うら）

５．令和元年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

※達成率は指標の目標値と実績値により算出します。目標値が０の年度は表示されません。

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

■ ２．目標を上回る

□ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的な
成果と、今後の改善プランを記載）

参加団体も例年意欲的に取り組んでおり、参加者の満足度も高い事業であり、継続して実施したい。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよう
な進捗状況となったか。

事業の成果
　

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％以下：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

2
　

3
　

140% 123% 110%

事務事業の実施概要

【問合せ先】国府町総合支所　地域振興課 0857-39-0555 
 
【１０次総の施策体系】3301 
 
【予算計上の経過】予算事業別概要目次：当初予算・P293（支所004） 
 
【事業の概要】 
　主催：万葉のふる里こくふまつり実行委員会 
　時期：１１月３日(日・祝） 
　場所：国府町コミュニティセンター周辺 
　　　　○オープニングセレモニー 
　　　　○芸能発表会 
　　　　○上映会 
　　　　○こどもまつり 
　　　　○地域の特産物バザー 
 
【事業の成果】 
　○事業実績　H29年度　1,750千円（参加人数4,200人） 
　　　　　　  H30年度　1,750千円（参加人数3,700人） 
              R1 年度　1,750千円（参加人数3,300人）　 
【今後の課題】 
　国府地域の活性化策として、より一層の内容充実を図る。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

指
標
達
成
率

1
参加者数

80%



（おもて）

令和元年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

※「施策の目標」はその施策の主要な事業の評価指標を設定しています。
２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

　

　

　

0

（指標の説明）

150 150

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
定期演奏会

人
目標 150

3

　

　
目標 0

244 0 0

150 150

実績 160 155 180 0 0

※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

活
動
指
標

1

美術展河原展

人
目標 600 600 600 600 0

実績 617 488

0.00 0.00

嘱託職員 2.00 2.00 0.00 0.00 0.00
職員数の
内訳

正規職員 2.00 2.00 0.20

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人件費　Ｂ 18,438 18,598 1,449 0 0

0 0

一般財源 211 195 197 0 0

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 84 100 98 0

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

直接経費　Ａ 295 295 295 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 18,733 18,893 1,744 0 0

0

地方債 0 0

令和元年度 令和2年度

年度別計画

①山陰新協河原展の開 
催 
②町民合唱団定期演奏 
会の開催

①山陰新協河原展の開 
催 
②町民合唱団定期演奏 
会の開催

①山陰新協河原展の開 
催 
②町民合唱団定期演奏 
会の開催

①町民合唱団定期演奏 
会の開催

①町民合唱団定期演奏 
会の開催

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①山陰新協河原展　　 
　７月８日～１２日開 
催 
 
②町民合唱団定期演奏 
会　　　　　　　　　 
　１２月１１日開催

①山陰新協河原展　　 
　７月１１日～１６日 
開催 
 
②町民合唱団定期演奏 
会　　　　　　　　　 
　１２月１０日開催

①山陰新協河原展　　 
　７月２７日～３１日 
開催 
 
②町民合唱団定期演奏 
会　　　　　　　　　 
　１１月２５日開催 

①町民合唱団定期演奏 
会　　　　　　　　　 
指揮者の都合が悪く中 
止 

　

対象
（何を、誰を）

地域住民、地域

意図
（どのような状態
にするために）

文化芸術に触れ、地域文化の向上、発展

手段
（どうするのか）

町民合唱団定期演奏会開催経費を助成する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 文化振興費（河原町地域振興課） 予算事業コード 01-09-04-04-02-02

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 令和2年度

主な文化施設への入込数 220,000人 237,000人

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

　

施策 3301 文化芸術の振興

事業分類区分 ソフト(任意)

市内文化活動団体への加入団体数 226団体 235団体 運営方法 補助金交付

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 023306 重点施策 該当なし

事務事業名 文化芸術推進事業（河原町文化振興） 所属名 河原町総合支所　河原町総合支所地域振興課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 平成28年度　～　全期

政策 03 魅力ある鳥取文化づくり



（うら）

５．令和元年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

※達成率は指標の目標値と実績値により算出します。目標値が０の年度は表示されません。

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

□ ２．計画どおり

■ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

□ ２．目標を上回る

□ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

■ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的な
成果と、今後の改善プランを記載）

今後もより一層充実を図る。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよう
な進捗状況となったか。

事業の成果
開催中止

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％以下：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
指揮者の都合が悪く中止

2
定期演奏会

107% 103% 120%

3
　

81% 41%

事務事業の実施概要

【問合せ先】河原町総合支所　地域振興課0858-76-3111 

【１０次総の施策体系】 3301 
 
【予算計上の経過】なし 
　 
【事業の概要】 
　山陰新協美術展河原展は山陰新協美術会所属作家の絵画等大作を展示し、身近に美術鑑賞
の機会を市民に提供するものである。毎年７月に河原町コミュニティーセンターで開催 して
いる。平成３０年度を最後とし、今後は開催しない。 
　合唱団定期演奏会は混声合唱団による定期演奏会を開催し、市民へ合唱鑑賞の機会を提供
するものであり、当事業はこれを支援するものである。令和元年度は指揮者の都合が悪く中
止。 
　補助金名　　鳥取市文化芸術事業補助金 
　補助対象者　鳥取市河原町文化協会 
 
【事業の成果】 
　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ２８年度　　Ｈ２９年度　　Ｈ３０年度 
　新協美術展河原展来場者　　　　　６１７名　　　４８８名　　　２４４人 
　合唱団定期演奏会来場者　　　　　１６０名　　　１５５名　　　１８０人 
 
【今後の課題・方向性】 
　今後もより一層充実を図る。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

指
標
達
成
率

1
美術展河原展

103%



（おもて）

令和元年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

※「施策の目標」はその施策の主要な事業の評価指標を設定しています。
２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

　

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 023308 重点施策 該当なし

事務事業名 文化芸術推進事業（用瀬町町民音楽祭） 所属名 用瀬町総合支所　用瀬町総合支所地域振興課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 昭和62年度　～　全期

政策 03 魅力ある鳥取文化づくり 　

施策 3301 文化芸術の振興

事業分類区分 ソフト(任意)

市内文化活動団体への加入団体数 226団体 235団体 運営方法 外部委託

対象
（何を、誰を）

広く一般市民等

意図
（どのような状態
にするために）

３月３日ひな祭りの日に流しびなの館で童謡・唱歌を合唱し、ふるさと用瀬のよさを再認識する。

手段
（どうするのか）

「流しびなの館で童謡を歌う会実行委員会」に業務委託し、町内外の音楽団体・園児・小学生及び広く一般市民 
が流しびなの館に一堂に会して童謡を歌う会を開催する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 町民音楽祭開催費（用瀬町地域振興課） 予算事業コード 01-09-04-04-04-02

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 令和2年度

主な文化施設への入込数 220,000人 237,000人

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

令和元年度 令和2年度

年度別計画

①3月3日の春を告げる 
恒例事業として、流し 
びなの館において、各 
種音楽団体、園児、児 
童とともに童謡・唱歌 
を歌い、ふるさと用瀬 
のよさを再認識する行 
事とする。

①3月3日の春を告げる 
恒例事業として、流し 
びなの館において、各 
種音楽団体、園児、児 
童とともに童謡・唱歌 
を歌い、ふるさと用瀬 
のよさを再認識する行 
事とする。

①3月3日の春を告げる 
恒例事業として、流し 
びなの館において、各 
種音楽団体、園児、児 
童とともに童謡・唱歌 
を歌い、ふるさと用瀬 
のよさを再認識する行 
事とする。

①3月3日の春を告げる 
恒例事業として、流し 
びなの館において、各 
種音楽団体、園児、児 
童とともに童謡・唱歌 
を歌い、ふるさと用瀬 
のよさを再認識する行 
事とする。

①3月3日の春を告げる 
恒例事業として、流し 
びなの館において、各 
種音楽団体、園児、児 
童とともに童謡・唱歌 
を歌い、ふるさと用瀬 
のよさを再認識する行 
事とする。

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①実行委員会に業務委 
託し、3月3日「流しび 
なの館で童謡を歌う会 
」を開催。 
参加者250人。

①実行委員会に業務委 
託し、3月3日「流しび 
なの館で童謡を歌う会 
」を開催。 
参加者300人。

①実行委員会に業務委 
託し、3月3日「流しび 
なの館で童謡を歌う会 
」を開催。 
参加者230人。

①実行委員会に業務委 
託し、3月3日「流しび 
なの館で童謡を歌う会 
」を開催予定だったが 
、新型コロナウイルス 
感染拡大防止のため開 
催中止

　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

直接経費　Ａ 100 100 100 64 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 244 246 245 208 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 28 34 33 20

その他 0 0 0

人件費　Ｂ 144 146 145 144 0

0 0

一般財源 72 66 67 44 0

0.02 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の
内訳

正規職員 0.02 0.02 0.02

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

活
動
指
標

1

参加者（集客数）

人
目標 250 250 250 250 250

実績 250 300 230 0 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．令和元年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

※達成率は指標の目標値と実績値により算出します。目標値が０の年度は表示されません。

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

□ ２．計画どおり

■ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

□ ２．目標を上回る

□ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

■ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】用瀬町総合支所 地域振興課　0858-87-2111 
 
【１０次総の施策体系】3301 
 
【予算計上の経過】 なし 
  
【事業の概要】  
　３月３日の恒例行事として、町内外の音楽団体・園児及び小学生が流しびなの館に一堂 
に会し童謡を歌うもので、用瀬町の春を告げる行事として定着している。 
　 
【事業の成果】  
　　主催（委託）　流しびなの館で童謡をうたう会実行委員会 
　　※令和２年３月３日開催予定だったが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため 
　　　開催中止 
　　過去の実績　Ｈ２９年度　参加者３００人 
　　　　　　　　Ｈ３０年度　参加者２３０人 
 
【今後の課題・方向性】 
　地域に定着した行事として、今後も継続する。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

指
標
達
成
率

1
参加者（集客数）

100% 120% 92%

2
　

3
　

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよう
な進捗状況となったか。

事業の成果
新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催中止

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％以下：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催中止

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的な
成果と、今後の改善プランを記載）

3月3日に地域住民主体で開催する恒例事業として定着しており、ふるさと用瀬のよさを再認識し、異世代交流を通じて地域に対する愛着形成を推
進する。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）



（おもて）

令和元年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

※「施策の目標」はその施策の主要な事業の評価指標を設定しています。
２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

佐治谷ばなしの伝承活動と保存団体への支援

　

　

0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0

25 25 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

活
動
指
標

1

補助金額

千円
目標 25 25 25 25 25

実績 25 25

0.10 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の
内訳

正規職員 0.10 0.10 0.10

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人件費　Ｂ 722 732 724 719 0

0 0

一般財源 18 17 17 17 0

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 7 8 8 8

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

直接経費　Ａ 25 25 25 25 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 747 757 749 744 0

0

地方債 0 0

令和元年度 令和2年度

年度別計画

①佐治谷話の保存、伝 
承活動の支援

①佐治谷話の保存、伝 
承活動の支援

①佐治谷話の保存、伝 
承活動の支援

①佐治谷話の保存、伝 
承活動の支援

①佐治谷話の保存、伝 
承活動の支援

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①佐治谷話の保存、伝 
承。 
・民族行事 
・他団体交流

①佐治谷話の保存、伝 
承。 
・民族行事 
・他団体交流

①佐治谷話の保存、伝 
承。 
・民族行事 
・他団体交流

①佐治谷話の保存、伝 
承。 
・民族行事 
・他団体交流

　

対象
（何を、誰を）

地域住民

意図
（どのような状態
にするために）

佐治地域の宝である「佐治谷話」を保存伝承する。

手段
（どうするのか）

佐治谷話紙芝居や本の作成、小中学生への伝承活動、各地区公民館への普及活動などを行う。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 文化振興費（佐治町地域振興課） 予算事業コード 01-09-04-04-02-03

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 令和2年度

主な文化施設への入込数 220,000人 237,000人

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

　

施策 3301 文化芸術の振興

事業分類区分 ソフト(任意)

市内文化活動団体への加入団体数 226団体 235団体 運営方法 補助金交付

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 023309 重点施策 該当なし

事務事業名 文化芸術推進事業（佐治町文化振興） 所属名 佐治町総合支所　佐治町総合支所地域振興課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 平成17年度　～　全期

政策 03 魅力ある鳥取文化づくり



（うら）

５．令和元年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

※達成率は指標の目標値と実績値により算出します。目標値が０の年度は表示されません。

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

□ ２．目標を上回る

■ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的な
成果と、今後の改善プランを記載）

佐治地域の宝である「佐治谷話」は市無形文化財に指定されており、今後、県指定を目指すなど更なる発展へ向けての活動が必要である。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよう
な進捗状況となったか。

事業の成果
　

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％以下：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

2
　

3
　

100% 100% 100%

事務事業の実施概要

【問合せ先】佐治町総合支所 地域振興課 0858-88-0211 
 
【１０次総の施策体系】3202 
 
【予算計上の経過】  
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２６１（支所０１７） 
 
【事業の概要】 
　佐治地域の宝である「佐治谷話」を保存伝承するため、佐治民話会が行う佐治谷話紙芝 
居や本の作成、小中学生への伝承活動、各地区公民館への普及活動などの事業を支援する。 
　指定文化財（さじ谷話）保存伝承事業補助金　25,000円 
 
【事業の成果】 
　平成29年度　　25千円 
　平成30年度　　25千円 
　令和元年度　　25千円 
 
【今後の課題・方向性】 
　地域資源としての佐治谷話の保存伝承活動に対し、より積極的に支援していく必要があ 
る。 

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

指
標
達
成
率

1
補助金額

100%



（おもて）

令和元年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

※「施策の目標」はその施策の主要な事業の評価指標を設定しています。
２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

ミュージカルを見に来ていただく集客数

ミュージカルの出演者・協力者の増加

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 023310 重点施策 該当なし

事務事業名 文化芸術推進事業（鹿野町町民音楽祭） 所属名 鹿野町総合支所　鹿野町総合支所地域振興課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 平成28年度　～　全期

政策 03 魅力ある鳥取文化づくり 　

施策 3301 文化芸術の振興

事業分類区分 ソフト(任意)

市内文化活動団体への加入団体数 226団体 235団体 運営方法 補助金交付

対象
（何を、誰を）

一般市民を対象にミュージカルの制作・上演を行う鹿野町民音楽祭実行委員会に対して補助金を交付する。

意図
（どのような状態
にするために）

鳥取市民になじみの深い市有施設を会場に、多数の市民が演劇・楽器演奏・合唱・美術等の各分野で連携・交流 
をしながら一つのミュージカル作品を制作する活動を通じて、鳥取市における今後の舞台芸術振興のあり方及び 
各文化施設のさらなる連携・活用方針を模索するとともに、舞台芸術活動による市民の一体感の醸成並びに市民 
手づくりによる新たな地域文化の創造に繋げる。

手段
（どうするのか）

出演者及びスタッフを幅広く募集し、子どもから大人まで幅広い住民参加により、鹿野町地域の伝説をテーマに 
したミュージカルの制作・上演を行う実行委員会を支援する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 町民音楽祭開催費（鹿野町地域振興課） 予算事業コード 01-09-04-04-04-03

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 令和2年度

主な文化施設への入込数 220,000人 237,000人

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

令和元年度 令和2年度

年度別計画

①ミュージカルの開催 ①ミュージカルの開催 ①ミュージカルの開催 ①ミュージカルの開催 ①ミュージカルの開催

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①第３０回目の開催と 
なる町民ミュージカル 
は２月５日に鳥取市民 
会館にて「鹿野に祭り 
が蘇る日」公演。スタ 
ッフ１４０人、入場者 
５０２人

①第３１回目の開催と 
なる町民ミュージカル 
は８月２７日に鳥取市 
民会館にて「鹿野の蒼 
白い夜」公演。スタッ 
フ１３１人、入場者５ 
２８人

①第３２回目の開催と 
なる町民ミュージカル 
は６月１０日に鳥取市 
民会館にて「鹿野には 
かっぱやまどりくもの 
糸！」公演。スタッフ 
１２４人、入場者５３ 
６人

①第３３回目の開催と 
なる町民ミュージカル 
は８月１１日に鳥取市 
民会館にて「踊り見の 
城～もう一つの因幡攻 
防戦～」公演。スタッ 
フ１１５人、入場者５ 
３９人

　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

直接経費　Ａ 3,200 3,200 2,650 3,200 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 3,272 3,273 2,722 3,272 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 1,590 2,383 934

人件費　Ｂ 72 73 72 72 0

712 0

一般財源 1,610 817 1,716 2,488 0

0.01 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の
内訳

正規職員 0.01 0.01 0.01

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

活
動
指
標

1

集客数の増加

人
目標 500 500 500 500 500

実績 502 528 536 539 0

130 130

実績 140 131 124 115 0

（指標の説明）
ミュージカルの出演者・協力者数

人
目標 130

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

130 130

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．令和元年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

※達成率は指標の目標値と実績値により算出します。目標値が０の年度は表示されません。

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

□ ２．目標を上回る

■ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】鹿野町総合支所地域振興課　0857-84-2011 
 
【１０次総の施策体系】3301 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２６５（支所０２６） 
 
【事業の概要】 
　鹿野町民音楽祭実行委員会が主体となって開催するふるさとミュージカルは、昭和６２ 
年にはじまり、多数住民が参画しながら継続して開催され、レベルの高い芸術活動として 
内外から認知されている。 
　自主的な文化芸術活動の促進を図り、地域に根差した創造的な文化芸術の振興とこころ 
豊かな市民生活の形成に寄与することを目的とする。　 
 
【事業の成果】 
　地域住民、ボランティアなど市民の参画を得ながら企画・制作・運営が行われた。プロ 
とアマチュアが協働して創り上げる鳥取スタイルの市民ミュージカルとして高い評価を得 
ており、住民の自信につながっている。市民の文化活動の機会を支援することで、多世代 
間交流の促進、地域の文化振興及び地域活性化が図られた。 
［上演演目］　　第３３回鹿野ふるさとミュージカル 
　　　　　　　　　「踊り見の城～もう一つの因幡攻防戦～」 
［期日・場所］　令和元年８月１１日　鳥取市民会館 
［総事業費］　　４，３５０千円 
［補助金交付額］３，２００千円 
［観客数］　　　５３９人　　［出演者・協力者数］１１５人 
 
【今後の課題・方向性】 
　市民だれもが文化に触れ、文化活動を行える環境整備は必要である。今後も市民参画型 
ミュージカルの開催支援を行い、世代間の交流や地域の文化振興を図り、地域の活性化に 
つなげていく。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

指
標
達
成
率

1
集客数の増加

100% 106% 107% 108%

2
ミュージカルの出演者・協力者数

108% 101% 95% 88%

3
　

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよう
な進捗状況となったか。

事業の成果
集客数は目標を上回った。出演者及び協力者数は昨年よりやや減少したが、
ほぼ目標を達成することができた。

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％以下：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
計画どおり補助金を交付し、上演することができた。

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的な
成果と、今後の改善プランを記載）

多世代間交流の促進や文化芸術の振興及び地域を支える人材育成への貢献を勘案すれば、支援は引き続き必要である。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）



（おもて）

令和元年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

※「施策の目標」はその施策の主要な事業の評価指標を設定しています。
２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

文化賞の受賞者

　

　

0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0

3 3 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

活
動
指
標

1

授与者数

人
目標 3 3 3 3 3

実績 3 3

0.20 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の
内訳

正規職員 1.00 1.00 0.20

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人件費　Ｂ 7,219 7,319 1,449 1,438 0

0 0

一般財源 312 289 294 304 0

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 123 149 146 138

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

直接経費　Ａ 435 438 440 442 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 7,654 7,757 1,889 1,880 0

0

地方債 0 0

令和元年度 令和2年度

年度別計画

①鳥取市文化賞贈呈式 
の開催

①鳥取市文化賞贈呈式 
の開催

①鳥取市文化賞贈呈式 
の開催

①鳥取市文化賞贈呈式 
の開催

①鳥取市文化賞贈呈式 
の開催

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①鳥取市文化賞贈呈式 
・文化賞 
　３名 
・文化賞特別功績賞 
　該当なし

①鳥取市文化賞贈呈式 
・文化賞 
　３名 
・文化賞特別功績賞 
　該当なし

①鳥取市文化賞贈呈式 
・文化賞 
　３名 
・文化賞特別功績賞 
　該当なし

①鳥取市文化賞贈呈式 
・文化賞 
　３名 
・文化賞特別功績賞 
　該当なし

　

対象
（何を、誰を）

市民・文化団体

意図
（どのような状態
にするために）

市民が鳥取の文化芸術に理解を深め、愛着や誇りを持って、鳥取らしい伝統文化を時代に保存・継承できる環境 
づくりや後継者の育成を目指す。

手段
（どうするのか）

本市の芸術・文化の振興に顕著な業績をあげた個人または団体に対し文化賞を贈り、これを顕彰する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 文化賞関係経費 予算事業コード 01-09-04-04-01-01

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 令和2年度

主な文化施設への入込数 220,000人 237,000人

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

鳥取市文化芸術振興条例

施策 3301 文化芸術の振興

事業分類区分 ソフト(義務)

市内文化活動団体への加入団体数 226団体 235団体 運営方法 直営

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 023400 重点施策 該当なし

事務事業名 文化賞関係事業 所属名 企画推進部　文化交流課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 全期

政策 03 魅力ある鳥取文化づくり



（うら）

５．令和元年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

※達成率は指標の目標値と実績値により算出します。目標値が０の年度は表示されません。

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

□ ２．目標を上回る

■ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的な
成果と、今後の改善プランを記載）

　本市の文化芸術活動に対する意欲の高揚に寄与しており、内容を精査しながら引き続き実施していく。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよう
な進捗状況となったか。

事業の成果
　

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％以下：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

2
　

3
　

100% 100% 100%

事務事業の実施概要

【問合せ先】文化芸術係 0857-30-8021 
 
【１０次総の施策体系】3301 
 
【予算計上の経過】  
  当初予算 
 
【事業の概要】  
　本市の芸術・文化の振興に顕著な業績をあげた個人または団体に対し文化賞を贈り、こ 
れを顕彰する。 
 
【事業の成果】  
　第４４回鳥取市文化賞贈呈式 
　　開催日　令和元年１１月３日 
　　場　所　仁風閣 
　　受賞者　３名　 
　　　≪文化賞≫　白岩敏秀（しらいわとしひで）氏／俳句 
　　　　　　　　　西尾正道（にしおまさみち）氏／工芸 
　　　　　　　　　細川佳成（ほそかわよしなり）氏／洋画 
　　　≪文化賞特別功績賞≫　該当なし 
 
【今後の課題・方向性】 
　鳥取市の文化芸術の振興のために、ご尽力いただいた方（団体）に対し、敬意と感謝を 
表するとともに、顕彰することで、より一層の活動を行っていただいている。文化活動実 
践者にとって市の最高の栄誉となる賞として定着しており、今後も継続実施していく。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

指
標
達
成
率

1
授与者数

100%



（おもて）

令和元年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

※「施策の目標」はその施策の主要な事業の評価指標を設定しています。
２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

実施を行う学校数

講座の延べ実施回数

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 023500 重点施策 該当なし

事務事業名 子どもの文化芸術活動推進事業 所属名 企画推進部　文化交流課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 平成17年度　～　全期

政策 03 魅力ある鳥取文化づくり 　

施策 3301 文化芸術の振興

事業分類区分 ソフト(任意)

市内文化活動団体への加入団体数 226団体 235団体 運営方法 外部委託

対象
（何を、誰を）

小学生

意図
（どのような状態
にするために）

学校教育では取り組みが難しい芸術活動を体験する機会を提供し、子どもたちの芸術的な感性の素養育成を図る。

手段
（どうするのか）

鳥取市文化団体協議会に委託し、地域の文化活動者を指導者として学校に派遣して、子どもたちに芸術文化の指 
導を行う。また、子どもたちが創作した作品を作品展として発表し、文化芸術による自己表現の楽しさを伝える。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 芸術の出前講座事業 予算事業コード 01-09-04-04-02-09

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 令和2年度

主な文化施設への入込数 220,000人 237,000人

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

令和元年度 令和2年度

年度別計画

①実施校数：5校 
②実施講座数：延75回

①実施校数：5校 
②実施講座数：延75回

①実施校数：5校 
②実施講座数：延75回

①実施校数：5校 
②実施講座数：延75回

①実施校数：5校 
②実施講座数：延75回

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①実施校数：5校（賀 
露、末恒、佐治、若葉 
台、醇風） 
②実施講座数：延80回 

①実施校数：5校（久 
松、佐治、美和、日進 
、賀露） 
②実施講座数：延73回 

①実施校数：4校（遷 
喬、宝木、神戸、湖山 
） 
②実施講座数：延60回

①実施校数：2校（用 
瀬、若葉台） 
②実施講座数：延22回

　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

直接経費　Ａ 500 500 500 428 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 7,719 7,819 1,949 1,866 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 141 169 166 134

その他 0 0 0

人件費　Ｂ 7,219 7,319 1,449 1,438 0

0 0

一般財源 359 331 334 294 0

0.20 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の
内訳

正規職員 1.00 1.00 0.20

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

活
動
指
標

1

実施校数

校
目標 5 5 5 5 5

実績 5 5 4 2 0

75 75

実績 80 73 60 22 0

（指標の説明）
実施講座数

回
目標 75

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

75 75

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．令和元年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

※達成率は指標の目標値と実績値により算出します。目標値が０の年度は表示されません。

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

□ ２．目標を上回る

□ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

■ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】文化芸術係 0857-30-8021 
 
【１０次総の施策体系】3301 
 
【予算上の経過】 
　当初予算 
 
【事業の概要】 
　学校教育では取り組みが難しい芸術活動を体験する機会を提供し、子どもたちに芸術的 
な感性の素養育成を図るとともに、文化芸術による自己表現の楽しさを伝える。また、身 
近な文化資源を活用して実施することにより、文化振興によるまちづくりを推進する。 
 
【事業の成果】 
　平成２９年度　　事業実施校数　５校　　　実施講座数　７３回 　 
　平成３０年度　　事業実施校数　４校　　　実施講座数　６０回 
　令和元年度　　　事業実施校数　２校　　　実施講座数　２２回　　 
　１５周年の節目に際し、記念誌の製作を行った。 
 
【今後の課題・方向性】 
　当該事業は、次世代の芸術的素養を育む非常に教育効果の高い事業ではあるが、より積 
極的な事業活用を学校に促すために、学校教育の現状やニーズを把握し、事業内容等の検 
討を行っていく必要がある。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

指
標
達
成
率

1
実施校数

100% 100% 80% 40%

2
実施講座数

107% 97% 80% 29%

3
　

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよう
な進捗状況となったか。

事業の成果
市内小学校に対し実施希望調査を行った結果、実施校が２校にとどまった。小
学校の指導要領の改訂による授業数の確保が要因と考えられる。

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％以下：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的な
成果と、今後の改善プランを記載）

　児童の豊かな人間性の構築や将来の文化芸術の担い手育成に寄与しており、内容を精査しながら引き続き実施していく。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）



（おもて）

令和元年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

※「施策の目標」はその施策の主要な事業の評価指標を設定しています。
２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

市民美術展の延べ鑑賞者数

アンケート中の「内容に満足されましたか」に「とてもよかった」「よかった」と回答した者の割合

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 023600 重点施策 該当なし

事務事業名 市民美術展開催事業 所属名 企画推進部　文化交流課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 昭和37年度　～　全期

政策 03 魅力ある鳥取文化づくり 　

施策 3301 文化芸術の振興

事業分類区分 ソフト(任意)

市内文化活動団体への加入団体数 226団体 235団体 運営方法 外部委託

対象
（何を、誰を）

本市在住または勤務者及び県東部在住者（中学生以上）

意図
（どのような状態
にするために）

幅広い市民の創作意欲の啓発を促し、よりすぐれた作品を展示することにより、鑑賞の場を提供する。市民芸術 
のレベル向上、活性化並びに芸術文化活動参加者の拡大に寄与し、本市の文化発展に資する。

手段
（どうするのか）

運営・実施・審査にあたっては、専門的知識を要するため、各美術部門の代表的作家で組織する「鳥取市民美術 
展運営委員会」に事業委託を行う。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 市民美術展開催費 予算事業コード 01-09-04-04-03-01

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 令和2年度

主な文化施設への入込数 220,000人 237,000人

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

令和元年度 令和2年度

年度別計画

①本展８部門（日本画 
・洋画・書道・デザイ 
ン・写真・彫刻・工芸 
・版画）の開催 
②企画展の開催

①本展８部門（日本画 
・洋画・書道・デザイ 
ン・写真・彫刻・工芸 
・版画）の開催 
②企画展の開催

①本展９部門（日本画 
・洋画・書道・デザイ 
ン・写真・彫刻・工芸 
・版画・企画）の開催

①本展９部門（日本画 
・洋画・書道・デザイ 
ン・写真・彫刻・工芸 
・版画・企画）の開催

①本展９部門（日本画 
・洋画・書道・デザイ 
ン・写真・彫刻・工芸 
・版画・企画）の開催

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①会期：平成２８年１ 
１月２８日～１２月４ 
日 
会場：鳥取県立博物館 
②会期：同上 
会場：ギャラリーそら

①会期：平成２９年１ 
１月１２日～１９日 
会場：鳥取市教育セン 
ター体育館 
②会期：同上 
会場：同上

①会期：平成３０年５ 
月１３日～２０日 
会場：鳥取県立博物館

①会期：令和元年６月 
２日～９日 
会場：鳥取県立博物館

　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

直接経費　Ａ 3,002 6,408 2,946 2,901 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 12,471 15,999 5,800 5,058 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 849 2,165 976 909

その他 0 0 0

人件費　Ｂ 9,469 9,591 2,854 2,157 0

0 0

一般財源 2,153 4,243 1,970 1,992 0

0.30 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の
内訳

正規職員 1.00 1.00 0.30

臨時職員 1.00 1.00 0.30 0.00 0.00

※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

活
動
指
標

1

鑑賞者数

人
目標 3000 3000 3000 3000 3000

実績 3101 1998 2476 2477 0

70 70

実績 85 78 73 84 0

（指標の説明）
アンケート中の「とてもよかった」「よかった」と回答した者
の割合 ％

目標 70

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

70 70

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．令和元年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

※達成率は指標の目標値と実績値により算出します。目標値が０の年度は表示されません。

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

□ ２．目標を上回る

■ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】文化芸術係 0857-30-8021  
  
【１０次総の施策体系】3301  
  
【予算計上の経過】  
  予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ４０（企０１５）  
 
【事業の概要】  
  鳥取市民美術展は、幅広い市民の創作意欲の啓発を促し、よりすぐれた作品を展示する 
ことにより、鑑賞の場を提供することを目的としている。その運営・実施・審査にあたっ  
ては、専門的知識を要するため、各美術部門の代表的作家で組織する「鳥取市民美術展運 
営委員会」に事業委託を行う。これにより、事業の円滑な実施と市民芸術のレベル向上、  
活性化並びに芸術文化活動参加者の拡大に寄与し、本市の文化発展に資する。   
   
【事業の成果】   
　平成２９年度　会　　期　　平成２９年１１月１２日～１９日   
　　　　　　　　鑑賞者数　　１，９９８人（会場：鳥取市教育センター）  
　平成３０年度　会　　期　　平成３０年５月１３日～２０日   
　　　　　　　　鑑賞者数　　２，４７６人（会場：鳥取県立博物館）  
　令和　元年度　会　　期　　令和元年６月２日～９日 　  
　　　　　　　　鑑賞者数　　２，４７７人（会場：鳥取県立博物館）  
  
【今後の課題・方向性】   
　市民にとって親しみやすく、また芸術文化活動の裾野を広げる事業として内容を検討し 
ていく。 

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

指
標
達
成
率

1
鑑賞者数

103% 67% 83% 83%

2
アンケート中の「とてもよかった」「よかった」と回答した者の割合

121% 111% 104% 120%

3
　

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよう
な進捗状況となったか。

事業の成果
　

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％以下：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的な
成果と、今後の改善プランを記載）

市民の文化芸術活動に対する意識の高揚に寄与しており、内容を精査しながら引き続き実施していく。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）



（おもて）

令和元年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

※「施策の目標」はその施策の主要な事業の評価指標を設定しています。
２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

わらべ館入館者数

　

　

0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0

126650 120715 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

活
動
指
標

1

指定管理者事業計画

人
目標 120000 120000 120000 120000 120000

実績 132494 124080

0.20 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の
内訳

正規職員 1.00 1.00 0.20

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人件費　Ｂ 7,219 7,319 1,449 1,438 0

4,438 0

一般財源 70,906 80,145 80,687 72,654 0

0 12,200 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 10,030 8,987 6,132

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

直接経費　Ａ 80,936 89,132 86,819 89,292 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 88,155 96,451 88,268 90,730 0

0

地方債 0 0

令和元年度 令和2年度

年度別計画

①わらべ館の運営 
（指定管理者：鳥取童 
謡おもちゃ館） 
 
※指定管理期間中（H2 
6～H31）の入館者数を 
60万人　単年度12万人 
の入館者数を目指す。

①わらべ館の運営 
（指定管理者：鳥取童 
謡おもちゃ館） 
 
※指定管理期間中（H2 
6～H31）の入館者数を 
60万人　単年度12万人 
の入館者数を目指す。

①わらべ館の運営 
（指定管理者：鳥取童 
謡おもちゃ館） 
 
※指定管理期間中（H2 
6～H31）の入館者数を 
60万人　単年度12万人 
の入館者数を目指す。

①わらべ館の運営 
（指定管理者：鳥取童 
謡おもちゃ館） 
 
単年度12万人の入館者 
数を目指す。

①わらべ館の運営 
（指定管理者による管 
理） 
 
単年度12万人の入館者 
数を目指す。

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①わらべ館の運営 
（指定管理者：鳥取童 
謡おもちゃ館） 
 
入館者数が132,494人 
となり、単年度の目標 
を達成した。

①わらべ館の運営 
（指定管理者：鳥取童 
謡おもちゃ館） 
 
入館者数が124,080人 
となり、単年度の目標 
を達成した。

①わらべ館の運営 
（指定管理者：鳥取童 
謡おもちゃ館） 
 
入館者数が指定管理期 
間中634,659人、単年 
度126,650人となり目 
標を達成した。

①わらべ館の運営 
（指定管理者：鳥取童 
謡おもちゃ館） 
 
入館者数が120,715人 
となり、目標を達成し 
たが、3月以降新型コ 
ロナウィルス感染症の 
影響で入館者数が減少 
した。

　

対象
（何を、誰を）

平成１８年度から公益財団法人鳥取童謡おもちゃ館を指定管理者として、管理運営をしている。これにより、多様
化する市民の文化に対する要望・要求に対応することができ、童謡・おもちゃをテーマとした特色ある鳥取の地域
文化を理解するための施設として、適切な運営管理を目指す。

意図
（どのような状態
にするために）

おもちゃを通じて、大人から子どもまで世代を越えた交流と未来を担う子どもたちの創造の場を提供することによ
り、地域文化の振興に資するため。

手段
（どうするのか）

指定管理者と行政が一体となって、利用者ニーズの適正な把握に基づき、効果的、効率的な施設管理運営により、
経費を抑えながら最大のサービス提供を行う。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 鳥取世界おもちゃ館施設管理費 予算事業コード 01-02-01-07-08-01

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 令和2年度

主な文化施設への入込数 220,000人 237,000人

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

鳥取世界おもちゃ館の設置及び
管理に関する条例

施策 3301 文化芸術の振興

事業分類区分 施設管理

市内文化活動団体への加入団体数 226団体 235団体 運営方法 指定管理

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 023700 重点施策 該当なし

事務事業名 鳥取世界おもちゃ館施設管理事業 所属名 企画推進部　文化交流課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 全期

政策 03 魅力ある鳥取文化づくり



（うら）

５．令和元年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

※達成率は指標の目標値と実績値により算出します。目標値が０の年度は表示されません。

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

■ ２．目標を上回る

□ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的な
成果と、今後の改善プランを記載）

童謡・唱歌のふるさと鳥取の全国発信や、中心市街地の活性化に寄与しており、県及び指定管理者と連携しながら引き続き実施していく。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよう
な進捗状況となったか。

事業の成果
入館者の目標が120,000人に対して、実績が120,715人となっているため。

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％以下：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

2
　

3
　

103% 106% 101%

事務事業の実施概要

【問合せ先】文化芸術係 0857-30-8021  
 
【１０次総の施策体系】3301  
 
【予算上の経過】  
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ３８（企０１１）  

【事業の概要】  
　平成１８年度より公益財団法人鳥取童謡・おもちゃ館を指定管理者として管理運営して 
いる。これにより、多様化する市民の文化に対する要求にこたえることができ、童謡・お 
もちゃをテーマとした特色ある地域文化に資する施設として適切な管理を目指す。  
  
【事業の成果】  
１　鳥取世界おもちゃ館の管理運営業務  
　　平成２９年度　入館者数　１２４，０８０人  
　　平成３０年度　入館者数　１２６，６５０人  
　　令和元年度　　入館者数　１２０，７１５人  
２　修繕工事等委託（共同出資者の鳥取県に委託し、鳥取市は１／２の額を負担）  
　　平成２９年度　昇降機改修、高圧受電設備更新、便所改修、スロープ手摺養生改修、
 　　　　　　　　　空調設備改修等  
　　　　　　　　　１５，４３８千円（鳥取市負担分）  
　　平成３０年度　火災報知器受信器更新、昇降機改修、空調設備更新、便所改修  
　　　　　　　　　１３，１５３千円（鳥取市負担分）  
　　令和元年度　　空調設備修繕、トイレ洋式化改修、受変電設備更新、外壁タイル復旧 
  　　　　　　　　防火ダンパー取替等  
　　　　　　　　　１３，６５３千円（鳥取市負担分）  
  
【今後の課題・方向性】  
　開館後２５年が経過し、施設の老朽化が目立っていることから、鳥取県と連携した修繕 
等を行い、施設を適正に管理する。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

指
標
達
成
率

1
指定管理者事業計画

110%



（おもて）

令和元年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

※「施策の目標」はその施策の主要な事業の評価指標を設定しています。
２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

　

　

　

0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0

1 1 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

活
動
指
標

1

市民ギャラリー等の整備検討

　
目標 0 0 1 1 1

実績 0 0

0.30 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の
内訳

正規職員 0.00 0.00 0.30

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人件費　Ｂ 0 0 2,173 2,157 0

0 0

一般財源 0 0 0 0 0

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

直接経費　Ａ 0 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 0 0 2,173 2,157 0

0

地方債 0 0

令和元年度 令和2年度

年度別計画

　 　 ①市民ギャラリー等の 
整備検討

①市民ギャラリー等の 
整備検討

①市民ギャラリー等の 
整備検討

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

　 　 ①市民ギャラリー等の 
整備検討

①市民ギャラリー等の 
整備検討

　

対象
（何を、誰を）

市民美術展などの開催が可能な文化芸術振興拠点（市民ギャラリー等）

意図
（どのような状態
にするために）

整備

手段
（どうするのか）

検討を行う。

会計区分 　

予算 予算事業名 　 予算事業コード                  

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 令和2年度

主な文化施設への入込数 220,000人 237,000人

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

　

施策 3301 文化芸術の振興

事業分類区分 建設、整備

市内文化活動団体への加入団体数 226団体 235団体 運営方法 直営

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 037000 重点施策 該当なし

事務事業名 文化芸術振興拠点事業（仮称） 所属名 企画推進部　文化交流課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 平成30年度　～　全期

政策 03 魅力ある鳥取文化づくり



（うら）

５．令和元年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

※達成率は指標の目標値と実績値により算出します。目標値が０の年度は表示されません。

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

□ ２．目標を上回る

■ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

■ １．拡充 ■ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的な
成果と、今後の改善プランを記載）

　文化施設等の再配置に係る基本的方向性の取りまとめに向け、引き続き実施していく。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよう
な進捗状況となったか。

事業の成果
　

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％以下：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

2
　

3
　

100% 100%

事務事業の実施概要

【問合せ先】文化芸術係 0857-30-8021 
 
【１０次総の施策体系】3301  
 
【予算計上の経過】なし　   
 
【事業の概要】  
　市民美術展などの開催が可能な文化芸術振興拠点の整備検討  
 
【事業の成果】  
　市民会館等文化施設のあり方検討庁内会議を開催した。  
 
【今後の課題・方向性】  
　市民会館等文化施設のあり方検討の中で方向性をとりまとめる。 

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

指
標
達
成
率

1
市民ギャラリー等の整備検討



（おもて）

令和元年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

※「施策の目標」はその施策の主要な事業の評価指標を設定しています。
２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

　

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 037100 重点施策 まちづくり

事務事業名 日本遺産登録推進事業 所属名 企画推進部　文化交流課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 平成28年度　～　全期

政策 03 魅力ある鳥取文化づくり 　

施策 3301 文化芸術の振興

事業分類区分 ソフト(任意)

市内文化活動団体への加入団体数 226団体 235団体 運営方法 直営

対象
（何を、誰を）

鳥取県東部（因幡）と兵庫県北部（但馬）の1市6町に受け継がれる「麒麟獅子舞」を中核とするストーリー、地 域
活性化計画

意図
（どのような状態
にするために）

日本遺産に認定されるため

手段
（どうするのか）

日本遺産認定に向けた文化庁協議・ヒアリングを行う。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 日本遺産登録推進事業費 予算事業コード 01-09-04-04-08-01

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 令和2年度

主な文化施設への入込数 220,000人 237,000人

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

令和元年度 令和2年度

年度別計画

①鳥取県東部（因幡） 
と兵庫県北部（但馬） 
の1市6町に受け継がれ 
る「麒麟獅子舞」を中 
核とするストーリー、 
地域活性化計画の作成 
②日本遺産認定に向け 
た文化庁協議・ヒアリ 
ング 

①鳥取県東部（因幡） 
と兵庫県北部（但馬） 
の1市6町に受け継がれ 
る「麒麟獅子舞」を中 
核とするストーリー、 
地域活性化計画の作成 
②日本遺産認定に向け 
た文化庁協議・ヒアリ 
ング 

①鳥取県東部（因幡） 
と兵庫県北部（但馬） 
の1市6町に受け継がれ 
る「麒麟獅子舞」を中 
核とするストーリー、 
地域活性化計画の作成 
②日本遺産認定に向け 
た文化庁協議・ヒアリ 
ング 

①鳥取県東部（因幡） 
と兵庫県北部（但馬） 
の1市6町に受け継がれ 
る「麒麟獅子舞」を中 
核とするストーリー、 
地域活性化計画の作成 
②日本遺産認定に向け 
た文化庁協議・ヒアリ 
ング 

事業終了

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①ストーリー、地域活 
性化計画を作成し、平 
成29年2月に文化庁へ 
日本遺産申請を行った 
。 
②日本遺産認定に向け 
た文化庁協議・ヒアリ 
ングを行った。

①ストーリー、地域活 
性化計画を作成し、平 
成30年2月に文化庁へ 
日本遺産申請を行った 
。 
②日本遺産認定に向け 
た文化庁協議・ヒアリ 
ングを行った。

①ストーリー、地域活 
性化計画を作成し、平 
成31年1月に文化庁へ 
日本遺産申請を行った 
。 
②日本遺産認定に向け 
た文化庁協議・ヒアリ 
ングを行った。

5月に日本遺産に認定 
された。認定地域であ 
る1市6町で日本遺産「 
麒麟のまち」推進協議 
会を設立し、情報発信 
、人材育成、普及啓発
、公開活用のための整
備事業等を実施した。

　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

直接経費　Ａ 0 0 1,978 1,869 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 0 0 5,600 5,464 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 469 0

その他 0 0 0

人件費　Ｂ 0 0 3,622 3,595 0

0 0

一般財源 0 0 1,509 1,869 0

0.50 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の
内訳

正規職員 0.00 0.00 0.50

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

活
動
指
標

1

日本遺産の認定

　
目標 0 0 0 1 0

実績 0 0 0 1 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．令和元年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

※達成率は指標の目標値と実績値により算出します。目標値が０の年度は表示されません。

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

□ ２．目標を上回る

■ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 ■ ５－２ 意図的に廃止

■ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】文化芸術係 0857-30-8021  
  
【１０次総の施策体系】3301  
  
【予算計上の経過】  
　予算事業別概要の目次：当初予算・Ｐ４０（企０１６）  
  
【事業の概要】  
　鳥取県東部（因幡）と兵庫県北但西部（但馬）の１市６町（鳥取市、岩美町、若桜町、 
智頭町、八頭町、香美町、新温泉町）に受け継がれる「麒麟獅子舞」を中核とするストー 
リー、 地域活性化計画を作成し、日本遺産の認定を目指す。  
  
【事業の成果】  
　令和元年５月に麒麟獅子舞を生かしたストーリーが日本遺産の認定を受けた。日本遺産 
認定記念セレモニーを開催するとともに、１市６町による日本遺産「麒麟のまち」推進協  
議会を設立し、情報発信や普及啓発などの事業を推進し、圏域内の地域活性化を図った。 
  
  
【今後の課題・方向性】  
　日本遺産「麒麟のまち」推進協議会を中心に１市６町が連携し、麒麟獅子舞などの構成 
文化財や圏域の魅力を国内外へ発信することにより、地域の活性化を図る。 

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

指
標
達
成
率

1
日本遺産の認定

100%

2
　

3
　

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよう
な進捗状況となったか。

事業の成果
　

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％以下：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的な
成果と、今後の改善プランを記載）

令和元年度に日本遺産の認定を受けたことから本事業を終了し、令和2年度からは新たに「麒麟のまち日本遺産魅力発信推進事業」に移行し、日
本遺産認定を生かした地域活性化に向け、１市６町で連携しながら引き続き実施していく。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）



（おもて）

令和元年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

※「施策の目標」はその施策の主要な事業の評価指標を設定しています。
２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

　

　

　

0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0

674 680 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

活
動
指
標

1

【KPI】圏域への観光入込客数。

万人
目標 0 0 720 720 720

実績 0 0

0.20 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の
内訳

正規職員 0.00 0.00 0.50

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

人件費　Ｂ 0 0 3,622 1,438 0

0 0

一般財源 0 0 894 91 0

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 444 39

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

直接経費　Ａ 0 0 1,338 130 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 0 0 4,960 1,568 0

0

地方債 0 0

令和元年度 令和2年度

年度別計画

　 　 ①麒麟獅子舞の紹介パ 
ネル等を展示する巡回 
展

①麒麟獅子舞フォトコ 
ンテスト

令和元年に組織された 
麒麟のまち圏域1市6町 
による、日本遺産「麒 
麟のまち」推進協議会 
に負担金を拠出し、日 
本遺産を生かした圏域 
の活性化事業に取り組 
む。

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

　 　 ①霊獣・麒麟展（巡回 
展）の実施 
期間：1月22日～3月31 
日 
実施場所：１市５町の 
文化観光施設

①応募作品１３８作品 
最優秀作品１点、優秀 
作品１点、入選５点、 
特別賞６点を決定した 
。

　

対象
（何を、誰を）

連携中枢都市圏の市町民及び団体

意図
（どのような状態
にするために）

「麒麟獅子舞」が貴重な文化観光資源となることを再認識し、圏域が連携を図り、令和元年に日本遺産認定を受 
けた「麒麟獅子舞」を生かしたストーリーを活用し、その魅力を圏域内外に広く情報発信する取り組みを積極的 
に展開することで、麒麟獅子舞の普及啓発、保存・継承による地域の活性化を図る。

手段
（どうするのか）

「麒麟獅子舞の魅力が伝わる写真」、「麒麟獅子舞の指導や練習風景・子どもたちの体験など、地域での伝承や 
交流が感じられる写真」をテーマに麒麟獅子舞のフォトコンテストを実施し、圏域内外から作品を応募すること 
で、麒麟獅子舞の情報発信、普及啓発を図る。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 麒麟獅子舞圏域活性化事業費 予算事業コード 01-09-04-04-09-01

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 令和2年度

主な文化施設への入込数 220,000人 237,000人

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

　

施策 3301 文化芸術の振興

事業分類区分 ソフト(任意)

市内文化活動団体への加入団体数 226団体 235団体 運営方法 直営

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 037200 重点施策 まちづくり

事務事業名 麒麟獅子舞圏域活性化事業 所属名 企画推進部　文化交流課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 全期

政策 03 魅力ある鳥取文化づくり



（うら）

５．令和元年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

※達成率は指標の目標値と実績値により算出します。目標値が０の年度は表示されません。

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

□ ２．目標を上回る

■ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

■ １．拡充 ■ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的な
成果と、今後の改善プランを記載）

　令和元年度に日本遺産の認定を受けたことから、令和2年度からは「麒麟のまち日本遺産魅力発信推進事業」
に移行し、日本遺産認定を生かした地域活性化に向け、１市６町で連携しながら引き続き実施していく。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよう
な進捗状況となったか。

事業の成果
　

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％以下：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

2
　

3
　

94% 94%

事務事業の実施概要

【問合せ先】文化芸術係 0857-30-8021 
 
【１０次総の施策体系】3301 
 
【予算計上の経過】  
  当初予算 
 
【事業の概要】  
　「麒麟獅子舞の魅力が伝わる写真」、「麒麟獅子舞の指導や練習風景・子どもたちの体 
験など、地域での伝承や交流が感じられる写真」をテーマに麒麟獅子舞のフォトコンテス 
トを開催 
 
【事業の成果】  
　募集期間：平成３１年４月１日から令和２年３月２３日 
　応募総数：１３８点 
　受賞作品：最優秀賞　１点 
　　　　　　優 秀 賞　１点 
　　　　　　入　　選　５点 
　　　　　　特 別 賞　６点 
 
【今後の課題・方向性】 
　令和元年に麒麟獅子舞を活かしたストーリーが日本遺産の認定を受け、日本遺産「麒麟 
のまち」推進協議会の事業を推進していくとともに、圏域に受け継がれる「麒麟獅子舞」 
の魅力を更に情報発信、普及啓発し、圏域の活性化につなげるとともに、保存団体等とも 
連携を図り、麒麟獅子舞の次世代への保存・継承を図るため事業継続していく。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

指
標
達
成
率

1
【KPI】圏域への観光入込客数。


